
一
、
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
の
概
要

　

櫛
玉
媛
神
社
古
墳（
１
）は
、
奈
良
県
北
葛
城

郡
広
陵
町
弁
財
天
に
所
在
す
る
墳
丘
長
約

三
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
当
古
墳

は
、
馬
見
丘
陵
か
ら
約
一
㎞
東
に
あ
り
、

高
田
川
と
葛
城
川
に
は
さ
ま
れ
た
低
地
部

に
築
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

高
田
川
の
西
に
所
在
す
る
馬
見
丘
陵
周

辺
に
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か

け
て
前
方
後
円
墳
を
主
体
と
す
る
馬
見
古

墳
群
が
築
造
さ
れ
た
。
一
方
、
高
田
川
と

葛
城
川
の
間
に
は
、
当
古
墳
か
ら
北
へ
約

二
㎞
の
地
点
に
あ
る
箸
尾
遺
跡
に
お
い
て

墳
丘
長
四
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
を
中
心
に

数
基
の
方
墳
な
ど
が
点
在
す
る
の
み
で
あ

り
、
古
墳
は
あ
ま
り
分
布
し
て
い
な
い
。

当
古
墳
か
ら
南
東
へ
約
一
㎞
、
葛
城
川
を

越
え
た
東
側
に
は
古
墳
時
代
後
期
の
墳
丘

長
三
二
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
ま
る
こ

山
古
墳
が
所
在
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
多
数
の
形
象
埴
輪
や
円
筒
埴
輪
が

出
土
し
て
い
る（
２
）。

　

櫛
玉
媛
神
社
古
墳
は
、
墳
丘
主
軸
が
東

西
を
向
き
、
後
円
部
を
東
、
前
方
部
を
西

に
向
け
る
。
後
円
部
上
に
式
内
社
で
あ
る

櫛
玉
比
女
命
神
社
の
拝
殿
、
前
方
部
上
に

本
殿
が
位
置
し
て
い
る
。
前
方
部
は
同
神

社
の
禁
足
地
と
な
っ
て
お
り
、
く
び
れ
部

か
ら
前
方
部
、
ま
た
そ
れ
を
取
り
巻
く
周

濠
と
外
堤
が
比
較
的
良
好
に
残
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
当
古
墳
か
ら
円
筒
埴
輪

が
出
土
し
た
と
の
記
録
は
知
ら
れ
て
い
た

も
の
の
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た（
３
）。

当
古
墳
は
埋
葬
施
設
の
構
造
等
も
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
そ
の
立
地
な
ど
か
ら
古
墳

時
代
中
期
以
降
あ
る
い
は
後
期
に
築
か
れ

た
と
想
定
さ
れ
て
き
た
。

二
、
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
の
埴
輪

　

令
和
三
年
二
月
、
櫛
玉
比
女
命
神
社
の

中
川
行
夫
宮
司
か
ら
、
倒
木
に
伴
い
禁
足

地
か
ら
埴
輪
等
が
発
見
さ
れ
た
と
の
連
絡

が
当
研
究
所
附
属
博
物
館
に
入
っ
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
で
は
こ

れ
ま
で
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
た
と
の
記
録

が
知
ら
れ
た
も
の
の
そ
の
詳
細
は
不
明
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
料
の
重
要
性
を
考

慮
し
て
博
物
館
で
一
時
的
に
預
か
り
、
整

理
及
び
記
録
の
作
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
当
資
料
の
発
見
位
置
は
前
方
後
円

墳
の
前
方
部
墳
頂
に
あ
た
る
と
い
う
。
以

下
に
資
料
の
詳
細
を
報
告
す
る
。

円
筒
埴
輪
（
図
２
）　

少
な
く
と
も
二
個
体

の
普
通
円
筒
埴
輪
が
確
認
で
き
た
。
１
と

２
は
接
合
し
な
い
が
、
外
面
調
整
の
ハ
ケ

メ
パ
タ
ー
ン
の
一
致
、
突
帯
の
形
状
や
器

面
の
調
整
の
類
似
な
ど
か
ら
同
一
個
体
と

み
ら
れ
、
四
条
突
帯
五
段
構
成
と
な
る
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
器
高
約
五
八

㎝
、
口
縁
部
径
二
六
・
四
㎝
、
底
部
径
一

四
・
六
㎝
と
な
る
。
３
は
底
部
径
一
一
・

二
㎝
で
あ
る
。

　

１
～
３
の
調
整
は
い
ず
れ
も
外
面
が
タ

テ
ハ
ケ
、
内
面
は
ナ
デ
で
あ
る
。
突
帯
は

断
続
ナ
デ
技
法
Ａ（
４
）に
よ
っ
て
貼
り
付
け
ら

れ
て
い
る
。
２
・
３
の
底
部
調
整
は
板
オ

サ
エ
で
あ
り
、
外
面
に
は
僅
か
に
砂
粒
の

動
い
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

板
オ
サ
エ
の
前
に
ケ
ズ
リ
を
施
し
た
可
能

性
が
あ
る（
５
）。
１
・
２
は
須
恵
質
、
３
は
土

師
質
を
呈
す
る
。
い
ず
れ
も
窖
窯
で
焼
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

動
物
埴
輪
（
図
２
）　

４
は
動
物
埴
輪
の
脚

と
み
ら
れ
る
。
下
端
の
径
は
八
・
〇
㎝
で

あ
る
。
調
整
は
外
面
・
内
面
と
も
に
ナ
デ

が
施
さ
れ
て
い
る
。

不
明
形
象
埴
輪
（
図
２
）　

５
は
、
鰭
状
の

形
象
埴
輪
片
で
あ
る
。
表
面
に
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
粘
土
の
一
部
と

そ
の
剝
離
痕
跡
が
側
片
に
沿
っ
て
認
め
ら

れ
る
。
靱
形
埴
輪
の
鰭
部
あ
る
い
は
大
刀

形
埴
輪
の
盾
部
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。

６
は
側
片
が
円
弧
を
描
い
て
お
り
、
家
形

埴
輪
の
破
風
あ
る
い
は
馬
形
埴
輪
の
鞍
な

ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

人
物
埴
輪
（
図
３
）　

頭
部
が
二
個
体
、
上

衣
の
裾
部
と
台
部
も
そ
れ
ぞ
れ
二
個
体
分

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
個
体
の
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人
物
埴
輪
が
確
認
で
き
た
。
７
は
、
頭
部

が
ほ
ぼ
完
形
で
残
存
し
て
い
る
。
接
合
は

し
な
い
も
の
の
９
・
10
は
と
も
に
７
の
垂

髪
で
あ
り
、
９
は
左
側
頭
部
、
10
は
後
頭

部
の
垂
髪
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

８
は
、
右
肩
か
ら
胸
に
か
け
て
の
破
片

で
あ
る
。
左
胸
部
分
に
弧
を
描
く
粘
土
の

剝
離
痕
跡
と
そ
れ
に
取
り
付
く
粘
土
塊
が

認
め
ら
れ
、
何
ら
か
の
別
パ
ー
ツ
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
接
点
が

や
や
甘
い
も
の
の
、
７
と
接
合
し
同
一
個

体
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

８
の
胸
に
施
さ
れ
た
ハ
ケ
メ
パ
タ
ー
ン

と
一
致
す
る
も
の
が
、
13
～
15
に
確
認
さ

れ
た
（
図
２
）。
13
・
14
は
、
胴
か
ら
腰
に

か
け
て
の
破
片
で
あ
り
、
と
も
に
腰
帯
が

粘
土
紐
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
13
・
14

は
、
同
一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、

接
合
し
な
い
こ
と
か
ら
別
図
と
し
て
表
現

し
た
。
13
は
、
腰
帯
上
部
に
指
に
よ
る
圧

痕
が
あ
り
、
何
ら
か
の
別
パ
ー
ツ
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
14
は
、

腰
帯
の
垂
下
を
粘
土
紐
に
よ
っ
て
表
現
し

て
い
る
。
15
は
台
部
と
み
ら
れ
る
。

　

12
は
、
入
れ
墨
を
表
現
し
た
線
刻
の
施

さ
れ
た
顔
部
の
下
半
で
あ
る
。
両
目
の
下

半
か
ら
鼻
に
か
け
て
が
残
存
し
て
い
る
。

　

11
は
指
の
可
能
性
が
あ
る
。
17
は
上
衣

の
裾
部
分
で
あ
り
、
腰
帯
の
垂
下
を
粘
土

紐
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
17
に
施
さ

れ
た
ハ
ケ
メ
パ
タ
ー
ン
と
一
致
す
る
も
の

が
、
18
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
17
・

18
は
同
一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。
16
は

台
部
で
あ
り
、
外
面
調
整
は
ナ
デ
で
あ
る
。

16
・
18
の
台
部
は
と
も
に
最
下
端
に
粘
土

紐
を
も
ち
い
た
突
帯
が
貼
り
付
け
ら
れ
て

お
り
、
形
象
基
部
倒
立
技
法（
６
）に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
は
、
円
筒

埴
輪
が
Ⅴ
期（
７
）の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
形

象
埴
輪
の
特
徴
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期
前

半
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
各
個
体

の
ハ
ケ
メ
パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

２
つ
に
分
類
で
き
た
（
図
２
）。
ハ
ケ
メ
Ａ

は
人
物
埴
輪
の
み
に
確
認
で
き
、
ハ
ケ
メ

Ｂ
は
円
筒
埴
輪
と
人
物
埴
輪
に
共
通
し
て

認
め
ら
れ
た
。

三
、
櫛
玉
媛
神
社
の
土
器

　

埴
輪
と
と
も
に
、
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
前

方
部
墳
頂
か
ら
多
数
の
土
師
器
皿
、
数
点

の
土
師
器
土
釜
片
と
須
恵
器
片
が
発
見
さ

れ
た
（
図
４
）。
土
師
器
皿
と
土
釜
片
は
い

ず
れ
も
一
四
世
紀
代
（
室
町
時
代
）
に
位

置
付
け
ら
れ
る
。
須
恵
器
片
は
細
片
の
た

め
、
製
作
時
期
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

当
古
墳
は
禁
足
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

2�

図１　櫛玉媛神社古墳の位置（「奈良県遺跡地図Web」を改変）
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ら
、
そ
こ
で
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
周
辺
の
埴
輪

　

櫛
玉
媛
神
社
古
墳
の
近
傍
で
古
墳
時
代

後
期
の
埴
輪
が
出
土
し
た
古
墳
と
し
て
は
、

ま
る
こ
山
古
墳
（
広
陵
町
広
瀬
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
る
こ
山
古
墳
で
は
、
円
筒
埴

輪
の
ほ
か
、
家
形
、
人
物
、
蓋
形
、
靱
形

な
ど
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
円

筒
埴
輪
は
最
下
段
突
帯
に
断
続
ナ
デ
技
法

Ｂ（
８
）が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
櫛
玉
媛

神
社
古
墳
の
円
筒
埴
輪
と
は
特
徴
が
異
な

る
。
形
象
埴
輪
も
現
状
で
は
櫛
玉
媛
神
社

古
墳
と
の
共
通
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

や
や
時
期
が
遡
る
が
、
箸
尾
遺
跡
（
広

陵
町
萱
野
）
で
は
一
辺
の
長
さ
一
五
ｍ
の

方
墳
（
Ｓ
Ｘ
一
〇
八
）
か
ら
古
墳
時
代
中

期
末
頃
の
円
筒
埴
輪
の
ほ
か
、
家
形
、
人

物
、
鶏
形
な
ど
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て

い
る（
９
）。
特
徴
は
や
や
異
な
る
が
、
顔
に
入

れ
墨
を
表
現
し
た
と
み
ら
れ
る
線
刻
の
あ

る
人
物
埴
輪
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
円
筒
埴
輪
に
は
底
部
調
整
が
認
め

ら
れ
ず
、
突
帯
は
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
っ
て

貼
り
付
け
ら
れ
る）
（1
（

な
ど
、
櫛
玉
媛
神
社
古

墳
と
は
特
徴
が
異
な
る
。

　

奈
良
盆
地
内
に
お
い
て
、
櫛
玉
媛
神
社

古
墳
の
人
物
埴
輪
と
最
も
よ
く
類
似
す
る

の
は
岩
室
池
古
墳
（
天
理
市
岩
室
町
）
出

3�
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図２　櫛玉媛神社古墳の埴輪１
（実測図：S=1/4、ハケメパターン：S=1/1）
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土
例
で
あ
る
。
頭
部
の
線
刻
と
頭
頂
部
の

凹
み
、
目
や
鼻
の
表
現
も
類
似
す
る
。
さ

ら
に
岩
室
池
古
墳
の
人
物
埴
輪
の
左
胸
に

は
小
孔
が
あ
り
、
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
例
と

共
通
性
が
高
い
。

　

奈
良
盆
地
の
古
墳
時
代
後
期
の
埴
輪
に

は
複
数
の
系
統
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る）
（（
（

。
櫛
玉
媛
神
社
古
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て

は
、
製
作
技
術
の
系
譜
を
今
後
さ
ら
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
〇
Ｋ
〇
一

一
〇
三
お
よ
び
二
〇
Ｈ
〇
一
三
六
三
の
助

成
に
よ
る
成
果
の
一
部
を
含
む
。

　
櫛
玉
比
女
命
神
社
中
川
行
夫
宮
司
に
は
、

資
料
の
公
表
に
つ
い
て
ご
快
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
実
測
及
び
製

図
に
つ
い
て
は
、
山
口
等
悟
・
宮
田
稔
子

両
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

註（
１
）
櫛
玉
比
女
命
神
社
古
墳
と
呼
称
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
「
奈
良
県
遺

跡
地
図
Ｗ
ｅ
ｂ
」
に
も
と
づ
き
櫛
玉
媛

神
社
古
墳
と
表
記
す
る
。

（
２
）
広
陵
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
七
『
ま
る

こ
山
古
墳
―
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
―
』

（
３
）
広
陵
町
史
編
集
委
員
会
一
九
六
五
『
広

陵
町
史
』
／
広
陵
町
史
編
集
委
員
会
編

二
〇
〇
一
『
広
陵
町
史
本
文
編
』
／
広

陵
町
教
育
委
員
会
一
九
八
九
『
広
陵
町

遺
跡
分
布
調
査
概
報
』

（
４
）
中
島
和
彦
一
九
九
二
「「
断
続
ナ
デ
技

法
」
の
再
評
価
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
紀
要
一
九
九
一
』

（
５
）
廣
瀬　

覚
二
〇
二
一
『
六
世
紀
の
埴
輪

生
産
か
ら
み
た
「
部
民
制
」
の
実
証
的

研
究
』

（
６
）
東
影　

悠
二
〇
一
〇
「
形
象
埴
輪
の
製

作
技
術
―
形
象
基
部
倒
立
技
法
の
研
究

―
」『
待
兼
山
考
古
学
論
集
Ⅱ
』

（
７
）
川
西
宏
幸
一
九
七
八
「
円
筒
埴
輪
総
論
」

『
考
古
学
雑
誌
』
六
四-
二

（
８
）
前
掲
註
４
文
献

（
９
）
中
井
一
夫
・
松
田
真
一�

一
九
八
二
「
広

陵
町
沢
・
萱
野
箸
尾
遺
跡
発
掘
調
査
概

報
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
八
〇

年
度
（
第
二
分
冊
）』
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所

（
10
）
藤
井
幸
司
二
〇
〇
三
「
円
筒
埴
輪
製
作

技
術
の
復
元
的
研
究
」『
第
五
二
回
埋
蔵

文
化
財
研
究
集
会　

埴
輪
』

（
11
）
前
掲
註
５
文
献
な
ど

一
、
は
じ
め
に

　

宇
陀
地
域
に
は
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら

古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
多
数
の
方
形
台

状
墓
が
築
造
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
に
鉄
製

武
器
が
副
葬
さ
れ
る
が
、
そ
の
生
産
・
供

給
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
研
究
所
収
蔵
庫

の
点
検
時
に
、
古
墳
時
代
前
期
を
考
え
る

重
要
な
資
料
を
確
認
し
た
の
で
、
今
後
の

活
用
と
保
存
処
理
に
向
け
て
報
告
し
、
そ

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
平
尾
東
古
墳
群

　

本
古
墳
群
は
、
一
九
八
四
年
に
橿
原
考

古
学
研
究
所
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ

た（
１
）。
所
在
地
は
宇
陀
市
大
宇
陀
平
尾
で
、

宇
陀
川
を
挟
ん
で
東
岸
の
尾
根
上
に
位
置

す
る
古
墳
時
代
中
期
末
頃
の
木
棺
直
葬
墳

六
基
と
前
期
の
方
形
台
状
墓
二
基
か
ら
な

る
古
墳
群
で
あ
る
（
図
１
・
２
）。
七
号

墳
は
「
コ
」
の
字
状
の
溝
に
区
画
さ
れ
た

一
辺
約
一
二
ｍ
の
台
状
墓
で
、
六
号
墳
は

一
段
低
い
位
置
の
一
辺
一
三
ｍ
の
台
状
墓

で
あ
る
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
直
葬
で
あ
り
、

概
報
で
は
、
六
号
墳
の
第
二
主
体
部
か
ら

は
、
こ
れ
に
重
複
す
る
た
め
破
壊
さ
れ
た

第
一
主
体
部
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
剣
一
点

と
鉄
鏃
二
点
が
、
七
号
墳
か
ら
は
、
剣
一

点
、
鉄
鏃
一
点
が
出
土
し
た
が
（
図
３
）、
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撹
乱
に
よ
り
本
来
の
副
葬
状
況
に
な
い
と

報
告
さ
れ
た
。

　

現
在
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
、
六
号
墳

の
剣
一
点
、
鉄
鏃
一
点
、
鉇
一
点
、
七
号

墳
の
鉄
剣
一
点
の
ほ
か
、
七
号
墳
下
層
住

居
址
出
土
の
鉄
鏃
一
点
、
そ
し
て
三
ト
レ

ン
チ
拡
張
区
の
鉄
鏃
二
点
で
あ
り
、
概
報

の
記
載
と
一
部
異
な
る
。
な
お
、
三
ト
レ

ン
チ
拡
張
区
は
北
側
尾
根
下
に
位
置
し（
図

２
）、
弥
生
時
代
の
溝
が
検
出
さ
れ
、
土

器
や
鉄
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　

調
査
原
図
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
六
号

墳
の
鉄
鏃
は
南
側
小
口
付
近
の
木
棺
底
痕

跡
内
よ
り
五
㎝
以
上
浮
い
て
、
鉄
剣
は
折

れ
た
状
態
で
南
小
口
東
棺
外
か
ら
木
棺
検

出
面
よ
り
も
高
い
位
置
か
ら
出
土
し
、
近

く
に
鉇
と
み
ら
れ
る
棒
状
鉄
器
が
確
認
で

き
た
。
七
号
墳
の
鉄
剣
は
、
北
側
棺
外
か

ら
折
り
曲
げ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い

た
が
、
鉄
鏃
の
出
土
位
置
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
鉄
器
番
号
は
概
報
時
に
変
更
さ

れ
て
お
り
、
調
査
原
図
と
個
体
の
照
合
は

で
き
な
か
っ
た
（
図
３
）。
さ
ら
に
遺
物

実
測
図
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
三
ト
レ
ン

チ
拡
張
区
出
土
の
鉄
鏃
一
点
が
増
え
て
い

る
ほ
か
は
保
管
状
況
と
ほ
ぼ
合
致
し
、
整

理
作
業
に
よ
る
出
土
遺
構
解
釈
の
変
更
と

判
断
し
、
本
稿
で
は
保
管
状
況
を
元
に
報

告
す
る
。

三
、
出
土
鉄
器
（
図
４
）

六
号
墳　

１
は
、
先
端
を
わ
ず
か
に
欠
損

し
た
短
剣
で
あ
る
。
残
存
長
二
四
・
九
㎝
、

刃
部
残
存
長
一
五
・
一
㎝
、
最
大
刃
部
厚

は
約
〇
・
五
㎝
で
あ
る
。
重
量
は
未
処
理

で
六
三
・
〇
ｇ
で
あ
る
。
刃
部
は
関
付
近

で
幅
を
や
や
広
げ
、
や
や
ナ
デ
関
で
、
茎

部
長
は
九
・
八
㎝
と
長
い
。
刃
部
に
木
製

鞘
痕
跡
は
な
く
、
抜
き
身
と
み
ら
れ
る
。

茎
部
に
目
釘
孔
は
な
く
、
織
物
が
多
重
に

巻
き
付
け
ら
れ
、
柄
に
木
製
装
具
痕
は
確

認
で
き
な
い
。
２
は
片
鎬
造
り
の
定
角
式

鉄
鏃
で
あ
る
。
錆
歪
む
が
全
長
四
・
三
㎝
、

鏃
身
長
二
・
六
㎝
、
鏃
身
最
大
幅
一
・
七

㎝
、
鏃
身
最
大
厚
〇
・
五
㎝
に
復
元
で
き
、

茎
部
は
長
さ
一
・
六
㎝
で
、
断
面
は
隅
丸

方
形
で
、
重
量
は
五
・
〇
ｇ
で
あ
る
。
矢

柄
痕
跡
を
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
。
３
は

鉇
と
み
ら
れ
る
。
全
長
は
一
二
・
七
㎝
で
、

刃
部
は
錆
で
細
部
が
確
認
で
な
い
が
、
長

さ
約
一
・
七
㎝
、
最
大
幅
一
・
二
㎝
で
ナ

デ
関
の
刃
部
を
も
ち
、
幅
〇
・
七
㎝
、
厚

さ
約
〇
・
三
㎝
の
柄
を
持
つ
。
柄
の
端
部

は
板
状
で
尖
る
。
刃
部
先
端
よ
り
五
・
〇

㎝
付
近
で
錆
び
方
が
変
わ
っ
て
お
り
、
有

機
質
の
柄
が
装
着
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

保
存
処
理
後
の
重
量
は
一
三
・
六
ｇ
で
あ

る
。

七
号
墳　

４
は
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
剣
で
、

復
元
す
る
と
全
長
約
三
三
㎝
、
刃
部
長
約

二
四
㎝
、
刃
部
厚
約
〇
・
四
㎝
で
あ
る
。

刃
部
は
ナ
デ
関
で
茎
部
長
は
約
九
・
五
㎝

と
長
く
、
１
と
似
る
。
茎
部
中
央
に
直
径

〇
・
四
㎝
の
目
釘
孔
一
つ
を
確
認
で
き
る
。

刃
部
お
よ
び
茎
部
に
付
着
物
は
確
認
で
き

な
い
。
鉄
身
は
薄
手
で
刃
部
中
央
か
ら
Ｕ

字
形
に
曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
未
処
理
で
重

量
は
八
三
・
九
ｇ
で
あ
る
。

三
ト
レ
ン
チ
拡
張
区　

５
は
錆
歪
む
が
柳

葉
式
Ｂ
１
ａ
類
で
あ
る（
２
）。
全
長
五
・
九
㎝
、

鏃
身
長
三
・
七
㎝
、
最
大
幅
一
・
八
㎝
、

最
大
厚
約
〇
・
六
㎝
、
茎
部
長
は
二
・
一

㎝
で
あ
る
。
錆
で
鎬
は
確
認
で
き
な
い
が
、

断
面
は
厚
く
、
鎬
を
も
つ
菱
形
と
み
ら
れ

る
。
矢
柄
痕
跡
は
錆
と
補
填
し
た
樹
脂
で

み
え
な
い
。
現
重
量
は
一
一
・
六
ｇ
で
あ

る
。
６
は
圭
頭
式
鉄
鏃
で
全
長
四
・
五
㎝
、

鏃
身
長
三
・
六
㎝
、
最
大
幅
一
・
八
㎝
、

鏃
身
厚
は
約
〇
・
三
㎝
と
薄
い
板
状
で
あ

る
。
未
処
理
で
四
・
五
ｇ
で
あ
る
。

七
号
墳
下
層
の
弥
生
住
居
址　

７
は
短
茎

鏃
で
あ
る
。
全
長
三
・
一
㎝
で
、
最
大
幅

三
・
四
㎝
、
厚
さ
は
約
〇
・
三
㎝
と
薄
く
、

保
存
処
理
後
の
重
量
は
四
・
五
ｇ
で
あ
る
。

根
ば
さ
み
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

四
、
出
土
鉄
器
の
意
義
と
問
題

　

本
古
墳
群
の
方
形
台
状
墓
の
年
代
は
、

土
器
類
が
出
土
せ
ず
、
鉄
器
の
厳
密
な
共

伴
関
係
が
不
明
で
、
詳
細
な
検
討
は
難
し

い
。
定
角
式
や
柳
葉
式
Ｂ
１
ａ
類
や
長
茎

短
剣
の
存
在
か
ら
六
・
七
号
墳
を
含
む
台

状
墓
群
の
年
代
は
古
墳
時
代
前
期
前
半
に

収
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

　
六
号
墳
の
剣（
１
）は
、ラ
イ
ア
ン　
ジ
ョ

セ
フ
氏
の
分
類
の
長
茎
短
剣
で
あ
る
。
中

で
も
広
島
県
石
鎚
山
１
号
墳
な
ど
の
長
茎

短
剣
と
各
部
法
量
と
酷
似
し
、
同
氏
の
指

摘
す
る
「
同
形
同
大
品（
３
）」
に
類
例
を
加
え

る
可
能
性
を
も
つ
（
図
５
）。「
同
形
同
大

品
」
は
鍛
造
品
と
し
て
は
高
い
規
格
性
を

も
ち
、
特
定
工
房
の
製
品
と
み
ら
れ
る
。

愛
媛
、
広
島
、
岡
山
県
な
ど
の
瀬
戸
内
周

辺
に
分
布
し
、
地
域
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
が
、
本
例
が
加
わ
り
、
大
和
を
含
む
も

の
と
な
る
こ
と
で
地
域
的
偏
在
の
解
釈
は

や
や
意
味
を
変
え
そ
う
で
あ
る
。

　

七
号
墳
の
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
剣
（
４
）

も
、
北
部
九
州
か
ら
西
日
本
に
多
く
み
ら

れ
る
茎
部
の
長
い
型
式
で
あ
る（
４
）。
鉄
器
の

折
り
曲
げ
は
古
墳
出
現
前
後
の
西
日
本
に

多
く
知
ら
れ
る
一
種
の
破
壊
祭
祀
と
み
ら

れ
、
そ
れ
が
奈
良
県
の
宇
陀
地
域
に
及
ぶ

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
大
和
の
前
期
前
半

の
類
例
は
、
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
竪
穴
式

石
室
出
土
品
が
あ
る
が
、
撹
乱
を
受
け
て

お
り
、
副
葬
時
の
様
相
を
留
め
る
の
か
議

論
の
余
地
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
例
は

木
棺
直
葬
墳
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
大
和

の
折
り
曲
げ
鉄
器
の
最
も
確
実
で
古
相
の
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例
と
な
る
。

　

本
古
墳
群
の
特
徴
は
、
西
日
本
に
類
例

の
多
い
長
茎
の
剣
（
１
・
４
）
の
出
土
と

と
も
に
、
大
和
の
前
期
古
墳
に
通
有
な
有

稜
系
鉄
鏃
で
あ
る
定
角
式
と
、
柳
葉
式
が

一
点
ず
つ
と
は
い
え
出
土
し
た
こ
と
に
あ

る
。
少
量
で
も
宇
陀
地
域
の
首
長
（
被
葬

者
）
が
大
和
王
権
か
ら
の
武
器
供
給
（
配

布
）
を
受
け
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
。
有
稜
系
鉄
鏃
一
、
二
点
を

受
け
入
れ
る
同
様
の
状
況
は
、
本
古
墳
群

か
ら
北
へ
約
一
・
五
㎞
離
れ
た
宇
陀
市
大

王
山
１
号
墓（
５
）で
も
み
ら
れ
、
天
理
市
中
山

大
塚
古
墳（
６
）と
同
型
式
の
柳
葉
式
Ａ
３
類
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
六
号
墳
出

土
の
定
角
式
鉄
鏃
（
２
）
は
、
片
鎬
造
り

で
刃
部
先
端
が
曲
が
り
、
中
山
大
塚
古
墳

出
土
例
と
類
似
し（
７
）、
同
一
系
譜
の
工
房
製

作
の
可
能
性
を
持
つ
。
有
稜
系
鉄
鏃
群
と

長
茎
の
剣
の
生
産
・
供
給
の
重
層
的
な
あ

り
方
は
引
き
続
き
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
ま
た
、
６
の
圭
頭
式
鉄
鏃
は
板
状

で
薄
く
、
桜
井
市
纒
向
遺
跡
や
脇
本
遺
跡

出
土
の
圭
頭
式
と
同
型
式
で
、
古
墳
時
代

前
期
前
半
頃
の
大
和
に
通
有
の
、
有
稜
系

以
外
の
型
式
と
み
ら
れ
る（
８
）。

　

簡
素
な
方
形
台
状
墓
は
、
一
見
す
る
と

巨
大
な
墳
丘
と
竪
穴
式
石
室
を
持
つ
前
方

後
円
墳
と
は
異
な
る
弥
生
的
な
葬
送
と
も

み
え
る
。
し
か
し
、
鉄
製
武
器
の
供
給
網

か
ら
み
れ
ば
、
同
一
の
基
盤
に
の
る
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
。
同
時
に
、

古
墳
時
代
前
期
の
大
和
に
お
け
る
古
墳
祭

祀
は
、
前
方
後
円
墳
を
主
体
に
展
開
す
る

が
、
宇
陀
地
域
の
方
形
台
状
墓
を
許
容
で

き
る
祭
祀
体
系
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
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図５　「同形同大品」の長茎短剣との比較
２、３は註３文献掲載図を転載

1 奈良県平尾東 6 号墳　
２広島県石鎚山 1 号墳    
３広島県才ヶ迫１号墳


